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   A case of calyceal diverticulum with calculus occurred in a 41-year-old male was re-

ported. 
   Diagnosis of right calyceal diverticulum with calculus was made by x-ray examination. 

Surgical exploration of the right kidney was  performed. A typical calyceal diverticulum 

was observed and removed. Ninety-six pieces of calculi were found in the calyceal di-

verticulum. Discussion was made on several points of this disease.

1.緒 言

腎 実質 内 に 発生 した 嚢 胞 様 腔 洞 が 腎 杯 と交 通

を 有 し,か つ 内 壁 が 腎孟 腎 杯 同 様 の 移 行 上 皮 を

示 す 一群 の疾 患 は,腎 杯憩 室,腎 杯 嚢 腫,腎 孟

性 嚢 腫,先 天 性 腎 孟 憩 室,腎 孟 嚢 腫,腎 孟 憩

室,腎 杯 嚢 胞,腎 孟 性 嚢 胞,先 天 性 腎 杯 憩 室 な

どと呼 ば れ,比 較 的 稀 な 疾 患 で あ るが,欧 米 に

おい て は既 に340例 以 上 の報 告 を 見 る.本 邦 に

おい て は43例 が報 告 され て い るが,そ の う ち26

例(約60%o)に 結 石 の 合併 を 認 め てい る.当 教

室 に お い て は 江藤 等(1965)が 本 症 の1例 を報

告 した が,最 近 再 び結 石 を 合 併 した 本 症 の1例

に接 し,腎 杯 憩 室 結石 を 含 む 腎 の 部 分 切 除 を施

行 し,病 理 組 織 学 的 に も検 討 し得 た の で 叢 に追

加 報 告 す る.

H.症 例

患者:中 ○正○,41才,男 子,会 社員.

主訴:外 科医の紹介で腎臓 検査 希望.

家族歴:特 記すべ きことは ない 。

既往歴:25～26才 頃 よ り胃症状があ り,胃 薬 を服用

していたが40才 の時,胃 潰瘍 の診断 で 胃切除を受け

た.そ の時,外 科医 より胆石 の診断 を受けてい る.

現病歴:外 科 にて胆彊造影等の諸検査を受けたが胆

嚢結石の確信が得 られず,泌 尿器科的検査を進められ

本科へ転科.

現症=体 格中等度,栄 養稽 々不 良.

脈臆,呼 吸,眼 瞼結膜等は著 変なし,全 身及び皮下

リンパ節の腫 張な く,胸 腹内臓 器に異常を認めない.

左腎不触,右 腎をわずかに触れ 軽度の圧迫感を訴える

が圧 痛はない 其他泌尿性器に異常を認めない.血 圧

128～70mmHg.血 液像,赤 血球380万,血 色素量85%

(ザ ー リー),白 血球5600,白 血球百分比,好 酸球0

%,好 中球棒状核4,0%,分 葉核59%,リ ソパ球36%,

大単核球1%.赤 沈 中等価31.肝 機能正常.腎 機能,

PSP試 験15分 値25%,30分 値41.6%,2時 間値66.6

%,残 余N43.4mg/d1.血 清電解質には異常を認めな

い.尿 所見,淡 黄色やや混濁,弱 酸性,比 重1020,蛋

白(±),糖(一),膿 球5～6/×400,上 皮細胞2～

3/×400,グ ラム染色にて陰性桿菌2～3/1G.F.膀 胱

鏡所 見,容 量200cc,膀 胱粘膜 は 軽度の 充血がある

が,潰瘍,腫 瘍,結 石等は認めない.青 排泄は右3「OStt.

左3t40'tで 正常.レ 線所 見,腎 部単純撮影で右上極

部に一致 して小豆 大の結石多数を認め(第1図),静

脈性腎孟撮影に於て,左 腎孟は正常であ るが,右 腎上

極部 に栂指頭大の嚢腫状影像を認 める(第2図)

以上 の 所見 よ り我 々は 腎杯憩室結石の 診断を くだ

し,右 腎上極 部分 切除を施行 した.
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手術所見:Bergman-lsuraelの 皮切で 後腹膜腔 内

に達 し,腎 を剥離脱転 し,レ 線所見計測にて切 除部分

を決定した.切 除予定線上 にて腎を襖形に裁 開し結石

の存在を確 め,腎 部分切除を施行 した.

摘 出標本 の肉眼的所見:切 除せ る腎実質内に直径約

2.5cmの 腔洞があ り,中 に 小指頭大のサイ コP状 結

石96個 を有 していた(第3,4図)

組織学 的所見:数 層の移行上皮で覆われ,そ の周 囲

には炎症性細胞の浸潤が中等度 に認め られ,又 やや圧

迫 された糸球体及び細尿管を認 めたが,腎 組織 その も

のには著 明な変化は認めない(第5,6図)

術後経過=術 後3週 間の静脈性腎孟撮影及び逆行性

腎孟撮影で造影剤 の腎外漏出 もな く,膀 胱鏡検査にお

いて も青排 泄良好で術後25日 で全治退院 した.

皿.考 按

本症はRayer(1841年)が 最初に報告 し,

Yow&Bunts(1955)は 文献 より19例を集め

て報告 し,本 邦においては市川 谷野(1938)

が臨床第1例 を発表 して以来,中 村(1957)は

本症に関して25の病名を文献より集め考察を加

え,更 に小柳 中村等は19例 を文献上より集め

統計的観察を行つている.そ の後河西(1961)

は25例 を集めて統計的観察を行つてお り,我 々

の教室例2例 を加えるとそれ程稀な疾患ではな

い.

本症の発生機転に関してはYow等 の先天性

説をとつているものが多いが,他 の説もあり確

定していない.従 つて本疾患には多種多様の呼

称名が附せられており,本 邦においてもこれま

で9種 の呼称名がある.こ のことは本疾患の成

因にいろいろと異つた見解があることと嚢胞様

腔洞をいかなる種類の疾患 と考えるかの相違に

その原因があるものと思われる.従 つてこの腔

洞を藝胞の一種 と考えているもの,憩 室の一種

と考えているもの及び腎杯系の拡張 と考えるも

のに要約 される.し かし組織学的には腔洞及び

小導管の内壁は小腎杯 と同一の移行上皮で覆わ

れており,立 方単層上皮で覆われている単純性

獲胞 とは区別 されるべきものと思われる,当 教

室に於いては先に江藤 ・鈴木は自験例に文献的

考察を加え,腎 杯憩室の名称が最 も妥当である

としたので以後我々は此の名称を用いることに

賛i司している.

欧米 ではAbeshouse(1960)に よれば 男女

比は1.1:1と 述べて いるが,本 邦 では河西

(1961)に よれば男子17人 に対 し女子8人 と圧

倒的に男子が多い.本 症は無症状に経過 し,合

併症を伴つて始めて症状を発するとが多い.合

併症では感染症及び結石が多 く,Yow等 は19

例中10例(約52%)に,Abeshouseは345例 中

126例(約36%)に 結石が見られたと報告し,本

邦統計では43例 中26例(約60%)に 結石を認め

ている.本 症の治療は無症状の時は放置 される

が,症 状があつたり,合 併症がある場合は従来

より腎部分切除術が施行 されている.Yow等

は腎切開により憩室内壁の完全切除を行う方法

を報告 しているが,腎 保存の意味からも出来 る

だけ憩室内壁の切除に止めるのが妥当ではない

かと思われる.

IV.結 論

41才 の男子で結石を伴う右腎杯憩室の患者に

ついて症例を報告すると共に本症について若干

の考察を行つた.

稿を終るに当り恩師重松俊教授の御懇篤なる御指

導,御 校閲に対し心から深謝致します.
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